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令和５年11月１日～令和６年１月31日の主な活動

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。

11月
２日� □第６回文教厚生委員会
� � □第３回議会改革推進委員会
� � □第４回基地対策特別委員会
６日� □�多摩都市モノレール建設促進及び公共交通

対策特別委員会行政視察（多摩都市モノレ
ール株式会社）

� � □�全国市議会議長会基地協議会第107回理事会
８日� □令和５年第２回瑞穂斎場組合議会定例会
13日� □�文教厚生委員会調査研究活動（羽村私立保

育園協議会との懇談会）
� � □文教厚生委員会行政視察（立川市）
� � □全国市議会議長会基地協議会関東部会総会
14日� □第６回議員全員協議会
16日� □�令和５年第３回羽村・瑞穂地区学校給食組

合議会定例会
17日� □�令和５年第３回青梅、羽村地区工業用水道

企業団議会定例会
� � □第６回西多摩市町村議長意見交換会
20日� □東京都市議会議長会理事会・定例総会
24日� □��令和５年第２回西多摩衛生組合議会定例会

・議員全員協議会
� � □�令和５年第２回東京都後期高齢者医療広域

連合議会定例会
27日� □第６回議会運営委員会
� � □令和５年第２回福生病院企業団議会定例会
30日� □�環境まちづくり委員会市民インタビュー（羽

村市農業後継者クラブ学校給食食材生産部）

12月
４日� □第７回議会運営委員会
５日� □第８回議会運営委員会
� � □第４回羽村市議会定例会（初日）

６日� □第４回羽村市議会定例会（２日目）
７日� □第４回羽村市議会定例会（３日目）
８日� □第４回羽村市議会定例会（４日目）
12日� □一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
13日� □第４回環境まちづくり委員会
� � □第７回文教厚生委員会
14日� □第４回総務委員会
18日� □第９回議会運営委員会
20日� □�令和５年度議員研修会（「ハラスメントなぜ

起こる～ハラスメント最新事情　議会対応
について考える～」）

21日� □�第４回羽村市議会定例会（最終日）
22日� □�第４回議会改革推進委員会
25日� □�第７回広報委員会

1月
11日� □�令和６年第１回広報委員会
16日� □�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第3

委員会
� � □令和６年第１回議員全員協議会
17日� □�令和６年第１回文教厚生委員会
� � □�令和５年度議員研修会（「『政策に強い議会』

をつくる～その視点と方法～」）
22日� □�東京都三多摩地区消防運営協議会第二部会
� � □第５回議会改革推進委員会
� � □第２回広報委員会
25日・26日
� � □�総務委員会行政視察（大阪府河内長野市・

堺市）
31日� □�全国市議会議長会基地協議会（理事会・総

会・意見交換会）
� � □�令和６年第１回東京都後期高齢者医療広域

連合議会定例会

謹んでお悔やみ申し上げます謹んでお悔やみ申し上げます
大塚あかね議員　
令和５年12月15日ご逝去（享年62歳）
所属会派� 令和かがやき（立憲・無所属）
所属委員会� 文教厚生委員会（委員長）
平成19年５月～�市議会議員（５期目）

令和６年能登半島地震に伴う
災害義援金の送金について
　羽村市議会議員会は、被災され
た方々の一日も早い復興を願い、
１月17日に石川県令和６年能登半
島地震災害義援金口座に10万円を
送金しました。
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行政視察報告
〈
静
岡
県
浜
松
市
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
マ
ー
ト

�

シ
テ
ィ
に
つ
い
て

市
独
自
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　
浜
松
市
は
人
口
79
万
人
。
自
動
車
・

二
輪
車
、
楽
器
等
の
製
造
が
盛
ん
で
あ

る
。
市
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
エ
ネ

10
月
30
日
～
31
日
に
、静
岡
県
浜
松
市
と
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
（
長

野
県
飯
田
市
）を
視
察
し
ま
し
た
。

始
め
た
い
企
業
や
個
人
の
方
に
現
実
的

な
物
件
の
活
用
方
法
や
事
業
プ
ラ
ン
を

考
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

34
物
件
を
ス
ク
ー
ル
で
扱
い
、
16
物
件

で
起
業
に
繋
が
っ
た
。
令
和
５
年
度
か

ら
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施

す
る
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
。

取
組
み
の
効
果

　
こ
の
取
組
み
は
地
域
再
興
へ
寄
与
す

る
だ
け
で
な
く
、
職
員
自
ら
空
き
物
件

を
探
し
、
人
材
を
発
掘
す
る
こ
と
で
地

域
と
行
政
が
つ
な
が
る
と
い
う
副
次
的

な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け

た
取
組
み
で
あ
り
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

示
し
方
や
市
民
と
の
協
働
な
ど
、
羽
村

市
に
お
け
る
遊
休
不
動
産
の
活
用
を
考

え
る
際
の
参
考
と
な
っ
た
。

を
活
用
し
た
太
陽
光
・
太
陽
熱
発
電
や

多
摩
川
な
ど
の
水
源
を
活
用
し
た
小
水

力
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
余
地
が
あ
る
。
活
用
に
は
、
自

然
・
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
を
十
分

考
慮
す
る
こ
と
や
、
地
域
と
の
対
話
を

進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
た
。

〈
静
岡
県
浜
松
市
〉

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

遊
休
不
動
産
の
活
用

　
浜
松
市
で
は
中
心
市
街
地
な
ど
で
店

舗
や
オ
フ
ィ
ス
の
減
少
が
続
き
、
遊
休

不
動
産
を
活
用
す
る
取
組
み
と
し
て
、

市
で
事
業
を
始
め
た
い
企
業
・
個
人
向

け
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、

市
内
の
空
き
物
件
を
見
学
し
、
事
業
を

ル
ギ
ー
確
保
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、「
浜
松
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
て
い
る
。
２
０
５
０
年
度
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
自
給
率
１

０
０
％
を
目
標
に
、
日
照
時
間
が
日
本

一
で
あ
る
市
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
や
廃
棄
物
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
、
小
水
力
発

電
等
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
に
㈱
浜
松
新
電
力
を
官

民
の
共
同
出
資
で
設
立
し
、
市
内
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
地
産
地
消
シ

ス
テ
ム
を
担
っ
て
い
る
。
現
在
は
公
共

施
設
を
中
心
に
電
力
を
供
給
し
て
い
る

が
、
今
後
は
市
民
向
け
の
供
給
も
検
討

し
て
い
る
。

羽
村
市
に
お
け
る
省
エ
ネ
の
活
用

　
羽
村
市
で
は
、
民
家
・
工
場
の
屋
根

環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

行
政
視
察
報
告

▲ 後列左から山崎副委員長、池澤委員、秋
山委員、櫻沢委員、富永委員、前列左か
ら浜松市職員の皆さん、高田委員長

▲ 浜松市では太陽光発電施設の導
入を積極的に行っている

▲ 整備された高架下の公共空間「新川
モール」。休日は様々なイベントが開
かれている
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〈
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー

﹁
エ
ス
・
バ
ー
ド
﹂︵
長
野
県
飯
田
市
︶〉

産
業
振
興
と
人
材
育
成

山
国
・
信
州
で
航
空
宇
宙
産
業
を

　
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
は
地

域
産
業
振
興
の
支
援
機
関
。
業
界
団
体

の
事
務
局
や
講
座
室
、
実
験
棟
な
ど
が

置
か
れ
、
新
規
産
業
の
発
展
や
人
材
育

成
を
行
う
中
核
施
設「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
。

　
「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」は
、
南
信
州
広
域

連
合
、
長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ

ー
や
信
州
大
学
な
ど
と
連
携
し
運
営
さ

れ
て
い
る
。
信
州
の「
Ｓ
」、
航
空
機
を

「
鳥（
B
I
R
D
）」に
イ
メ
ー
ジ
し
た
愛

称
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）が
高
速

飛
行
実
験
を
し
た
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
が
展

示
さ
れ
、
来
訪
者
を
迎
え
る
。

　
こ
の
施
設
で
の
取
組
み
の
中
心
は
航

空
宇
宙
産
業
。
航
空
機
部
品
は
気
圧
、

温
度
、
振
動
に
も
耐
え
ら
れ
る
精
度
や

強
度
、
信
頼
性
が
必
要
で
あ
る
。
ね
じ
、

歯
車
、
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
製
品
開
発
に

取
り
組
む
中
小
企
業
の
要
望
に
応
え
て

工
業
技
術
試
験
研
究
所
に
各
種
の
試
験
、

測
定
装
置
を
設
置
し
て
対
応
す
る
。
南

信
州
地
域
の
製
造
業
は
約
３
０
０
社
。

航
空
機
分
野
の
主
要
企
業
は
12
社
で
、

共
同
受
注
や
シ
ス
テ
ム
装
備
品
の
連

携
・
協
働
も
支
援
し
て
い
る
。

工
業
高
校
の
空
き
校
舎
を
活
用

　
飯
田
市
は
人
口
約
10
万
人
。
長
野
県

南
部
の
中
央
・
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
盆

地
で
、
諏
訪
湖
を
源
流
と
す
る
天
竜
川

の
流
域
。
日
照
時
間
が
長
く
空
気
も
清

廉
。
戦
時
中
に
疎
開
し
た
精
密
機
器
工

業
の
伝
統
も
あ
る
。「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」

の
建
物
は
、
高
校
統
合
の
空
き
校
舎
利

用
を
国
、
県
、
信
州
大
学
と
検
討
し
、

「
航
空
宇
宙
産
業
と
人
材
育
成
」の
拠
点

と
し
て
、
地
方
創
生
交
付
金
10
億
円
や

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
再
整
備
さ
れ

た
。
施
設
整
備
・
機
器
導
入
に
約
27
億

円
を
投
入
、「
長
野
県
航
空
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」に
沿
い
、
10
年
間
は
航
空

機
研
究
を
優
先
し
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

大
学
と
の
連
携
で
、
人
材
育
成
も

　

信
州
大
学
の「
航
空
機
シ
ス
テ
ム
研

究
講
座
」は
１
期
４
年
間
で
昨
年
ま
で

に
19
名
が
終
了
し
、
航
空
機
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
就
職
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
年

先
の
都
市
計
画
と
し
て
の「
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
研
究
講
座
」や「
社
会
人
育
成
講

座
」な
ど
で
人
材
育
成
も
牽
引
。

　
食
品
棟
で
は
地
元
農
産
物
を
使
っ
た

伝
統
的
な
発
酵
食
品
や
干
し
柿
な
ど
の

乾
燥
食
品
の
研
究
会
を
開
き
、
新
製
品

や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援
。
和
紙
を
原
料

に
し
た「
水
引
き
」は
付
加
価
値
の
高
い

逸
品
で
あ
る
。
農
業
、
商
業
、
観
光
な

ど
の
異
分
野
交
流
で
の
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
も
進
め
、
持
続
可
能
な
地
域
振

興
を
目
指
し
て
い
る
。

太
平
洋
に
開
く
窓

　
飯
田
市
は
中
央
自
動
車
道
で
名
古
屋

ま
で
は
約
１
時
間
半
。
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
飯
田
駅
の
設
置
が
予
定
さ
れ
、
浜

松
市
ま
で
の
高
規
格
道
路
が
完
成
す
れ

ば
太
平
洋
に
開
く
窓
と
な
る
。
ま
た
豊

橋
市
も
加
え
た「
三
遠
南
信
広
域
連
合
」

も
検
討
さ
れ
、
県
境
連
携
の
先
進
モ
デ

ル
と
し
て
約
10
万
事
業
所
で
製
品
出
荷

額
13
兆
円
の
巨
大
経
済
圏
が
期
待
さ
れ

る
。
地
域
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
未
来

産
業
に
挑
戦
。
明
確
な
理
念
、
達
成
目

標
を
掲
げ
、
費
用
対
効
果
ま
で
見
通
し

た
将
来
像
で
あ
る
。「
実
直
・
勤
勉
、

努
力
と
忍
耐
、
控
え
め
で
謙
虚
」と
言

わ
れ
る
山
国
・
信
州
人
気
質
か
ら
飛
躍

し
、
選
ば
れ
る
地
域
を
目
指
す
姿
は
ま

さ
に「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」で
す
。　

　

こ
の
先
進
的
挑
戦
は
、「
進
取
の
気

性
」を
掲
げ
る
羽
村
市
も
ぜ
ひ
、
参
考

と
し
た
い
。

▲視察報告書

▲ 研究設備や研修講座、行政窓口などさまざま
な機能を備える「エス・バード」

▲ 「エス・バード」エントランスの実験機
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〈
東
京
都
三
鷹
市
〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

�

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

三
鷹
市
の
取
組
み

　
羽
村
市
教
育
委
員
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
来
年
度
に
全
小
・

中
学
校
で
導
入
し
て
い
く
た
め
に
準
備

を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」と
い
う
言
葉

は
ま
だ
馴
染
み
が
な
く
、
わ
か
り
に
く

い
と
の
声
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
早
く
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤

と
し
た
、
小
・
中
一
貫
教
育
を
実
施
し

て
い
る
三
鷹
市
を
視
察
し
た
。

　
三
鷹
市
は
、
公
立
学
校
区
が
７
つ
に

区
分
さ
れ
て
お
り
、
小
学
校
15
校
、
中

学
校
７
校
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
小
・

中
一
貫
教
育
を
展
開
、
学
校
区
ご
と
を

学
園
と
称
し
、
学
園
単
位
で
の
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
各
学
園
で
は
、学
校・

家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
と
権
限

を
も
ち
、
当
事
者
と
し
て「
と
も
に
」手

を
携
え
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
教
育
に

あ
た
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
を
設
置
。
学

校
運
営
へ
の
参
画
と
教
育
活
動
へ
の
参

画
の
２
つ
の
面
か
ら
機
能
し
て
い
る
と

い
う
。

　
三
鷹
市
教
育
委
員
会
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

た
り
、
取
組
み
を
各
学
校
で
展
開
し
て

い
く
た
め
に
、
学
校
自
ら
が
、
保
護
者

や
地
域
の
方
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
こ
と
を
伝
え
、
相
互
理
解
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
た
。
そ

の
た
め
、
準
備
委
員
会
な
ど
を
設
け
、

学
校
を
支
え
て
い
る
地
域
の
方
や
保
護

者
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教
育

の
取
組
み
の
主
旨
を
熱
意
を
持
っ
て
何

度
も
何
度
も
語
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

ま
た
一
方
で
、
校
長
を
は
じ
め
と
し
た

学
校
関
係
者
に
対
し
て
も
、
繰
り
返
し

何
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
推
進
す
る
の
か
を
説
明
し

て
い
る
。

　
準
備
委
員
会
を
実
施
し
、
各

種
の
団
体
と
の
交
流
・
意
見
交

換
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
我

が
学
校
を
チ
ー
ム
学
校
と
し
て

支
え
て
い
こ
う
と
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ

た
よ
う
に
思
う
。

羽
村
市
の
こ
れ
か
ら

　
羽
村
市
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
市

民
に
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
み
を
、

丁
寧
に
積
み
重
ね
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
説
明
し
て
い
く
際
に
、
難

し
い
言
葉
で
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
、
共
感
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
文
教
厚
生

委
員
会
と
し
て
も
、
今
後
の
教
育
委
員

会
や
学
校
の
取
組
み
を
注
視
し
て
い
く
。

８
月
14
日
に
東
京
都
三
鷹
市
、11
月
13
日
に
東
京
都
立
川
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

行
政
視
察
報
告

▲ 左から石居委員、金子委員、浜中副委員長、三
鷹市職員の方、大塚委員長、門間委員、菅委員

▲ 担当職員の方に説明を受けました

法
律
に
基
づ
き
学
校
の
運
営
に

つ
い
て
協
議
す
る
委
員
会
で
す
。

学
校
と
保
護
者
の
代
表
の
ほ
か
、

地
域
の
関
係
団
体
や
協
力
者
な
ど

学
園
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇〇学園
三鷹市立〇〇小学校

〇〇学園
三鷹市立〇

〇小学校

〇〇学園
三鷹市立〇〇小学校入

学
式

三
鷹
市
で
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
を

基
盤
と
し
た

小
・
中
一
貫
教
育
校

に
な
っ
て
お
り

そ
れ
ぞ
れ
を

「
学
園
」
と

呼
ぶ
の
じ
ゃ
！

はじめましてっ！ものしり博士と
助手でーす！

44
月月××

日日 

入
学
式

入
学
式

4
月×

日
入
学
式

〇
〇
学
園
？

市
立
な
の
に
？

建
物
は
別
々
じ
ゃ
が
、

「
三
鷹
市
小
・
中
一
貫

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に

基
づ
く
授
業
を

お
こ
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
。

教
員
も
学
園
内
の
全
て
の

学
校
に
所
属
し
、

小
・
中
の
乗
り
入
れ

授
業
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
よ
。

子
ど
も
た
ち
の
9
年
間
の

学
び
に
責
任
を
も
ち
、

学
園
内
の
交
流
に
よ
り
、

一
体
感
の
あ
る
教
育
を

し
て
い
る
ん
で
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

と
も
に
つ
く
る

学
校
の
こ
と
じ
ゃ
。

三
鷹
市
で
は
学
園
ご
と
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

委
員
会
」
が
あ
る
ん
じ
ゃ
よ
。

じ
ゃ
あ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と

い
う
の
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
委
員
会
で
は
、

学
園
・
学
校
の
方
針
を

承
認
し
た
り
、

評
価
し
た
り…

協
議
を
通
じ
て
、

学
校
と
一
緒
に
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
通
わ
せ
た
い

よ
り
よ
い
学
校
を

つ
く
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
よ
。

ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
委
員
会
？

子
ど
も
た
ち
の
通
う
学
校
に

つ
い
て
、
先
生
た
ち
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
保
護
者
や
地
域
の
方
も

と
も
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
ん
で
す
ね
。

考
え
る
だ
け
で
は

な
い
ん
で
す
！

ハカセ

タカミ

タカボー

もの知り博士の
タカです

ハカセの頼れる
助手のタカです

見習い助手のタカの
ボーヤです

タカ 3羽をご紹介！

マンガでわかる みたかの教育　　 マンガでわかる　みたかの教育　～スクール・コミュニティ編～

ど
う
し
て
？

～学園、コミュニティ・スクール編～

小
・
中
一
貫

教
育
？

裏面に続くよ！

どんなことをしているの？

協
議
で
決
め
た
目
標
に

向
か
っ
て
委
員
以
外
の

保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
学
校
の
教
育
活
動
を

支
援
し
て
い
る
ん
で
す
。

例
え
ば
、

日
常
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
、

校
外
学
習
の
引
率
補
助

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

ほ
か
に
も
、

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や

放
課
後
の
学
習
支
援
な
ど

様
々
な
取
組
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
方
だ
け
で
は

で
き
な
い
学
び
の
充
実
を

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の

協
力
で
実
現

し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

ス
ク
ー
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

じ
ゃ
な
く
て
？

学
校
や
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
こ
と
で
、

大
人
同
士
の
交
流
も

生
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
。

こ
う
し
た
交
流
で
で
き
る

つ
な
が
り
＝
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

広
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
。

よ
り
多
く
の

人
々
が
つ
な
が
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
が

さ
ら
に
豊
か
に
な
り
ま
す
ね
。

大
人
も
子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
え
る
し
、

新
し
い
出
会
い
や
経
験
を
し
て

自
ら
の
学
び
や
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
交
流
が
増
え
た

と
い
う
声
も

あ
る
ん
で
す
。

スクール・コミュニティでの活動が、スクール・コミュニティでの活動が、
学校づくりだけでなく自分の生きがいや学校づくりだけでなく自分の生きがいや
地域づくりにもつながるんですね。地域づくりにもつながるんですね。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
。

・
・

先
生
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
ん
じ
ゃ
。
校
外
で
の

グ
ル
ー
プ
活
動
は
先
生
一
人
で
は

見
き
れ
な
い
し
、

先
生
以
外
の
社
会
人
か
ら

直
接
話
を
聞
く
の
も

良
い
経
験
じ
ゃ
ろ
。

ど
う
し
て

保
護
者
や
地
域
の
関
わ
り
が

必
要
な
の
？

先
生
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
の
？

楽しみながら楽しみながら
三鷹の子どもたちを三鷹の子どもたちを
ともに育んでいきましょう。ともに育んでいきましょう。

発行：三鷹市教育委員会

三鷹市のホームページ上からもみることができます。

右記の二次元コードからアクセスできます。

ス
ク
ー
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
を

き
っ
か
け
に
し
て
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

つ
な
が
り
の
こ
と
で
す
。

・
・
・
・
・
・

スクール・コミュニティでの活動が、
学校づくりだけでなく自分の生きがいや
地域づくりにもつながるんですね。

楽しみながら楽しみながら
三鷹の子どもたちを三鷹の子どもたちを
ともに育んでいきましょう。ともに育んでいきましょう。

楽しみながら
三鷹の子どもたちを
ともに育んでいきましょう。

キ
ラ
ー
ー
ー
ン

キ
ラ
ー
ー
ー
ン

そ
う
、
そ
れ
が

そ
う
、
そ
れ
が

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

そ
う
、
そ
れ
が

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

▲ みたかの教育を伝えるために
作成されたリーフレット
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〈
東
京
都
立
川
市
〉

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

﹁
孤
立
の
な
い
ま
ち
﹂

﹁
住
民
が
困
り
ご
と
の
解
決

に
参
加
で
き
る
ま
ち
﹂

を
目
指
し
て

地
域
福
祉
課
を
新
設
し
本
格
実
施

　
令
和
２
年
６
月
の
社
会
福
祉
法
の
改

正
に
よ
り
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
分

野
別
の
支
援
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な

い「
複
雑
で
多
様
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
」

に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
つ

く
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
立
川
市
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
取
組
み

の
検
討
・
試
行
を
重
ね
、
令
和
４
年
度

か
ら
本
格
実
施
し
て
い
る
。
８
０
５
０

問
題
、
社
会
的
孤
立
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
な

ど
の
複
合
化
・
多
様
化
し
た
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
相

談
体
制
や
支
援
体
制
を
生
か
し
て
、
生

活
に
身
近
な
場
所
に
お
い
て
ま
る
ご
と

相
談
を
受
け
止
め
る
体
制
を
作
り
、
市

民
、
関
係
団
体
・
事
業
者
等
と
協
働
し
、

孤
立
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。

　
本
格
実
施
に
あ
た
り
、
地
域
福
祉
課

を
新
設
し
、
相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
る
。
子
供
、
介
護
・
高
齢
、

障
が
い
、
生
活
困
窮
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
担

当
職
員
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

分
野
と
連
携
す
る
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
進
め
、
行
政
内
部
で
も
連
携
会

議
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
や
給
付
等
の
支
援
策
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
相
談
事
業
に
よ
る
相

談
者
の
課
題
整
理
へ
の
支
援
や
意
思
決

定
支
援
、
課
題
や
状
況
に
応
じ
た
多
機

関
共
同
事
業
に
よ
る
共
同
事
業
サ
ー
ビ

ス
へ
の
つ
な
ぎ
や
役
割
分
担
を
担
っ
て

い
る
。

地
域
福
祉
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プの

設
置

　
身
近
な
場
所
で
、
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄

れ
る
相
談
や
交
流
、
活
動
の
場
と
し
て
、

地
域
福
祉
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ（
居
場

所
）を
設
置
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し

た
相
談
か
ら
複
雑
化
し
た
困
り
ご
と
の

相
談
へ
の
対
応
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

活
動
で
き
る
地
域
の
多
機
能
拠
点
と
し

行政視察報告

▲視察報告書

て
、
市
内
６
つ
の
福
祉
圏
域
に
各
１
か
所

の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
で
の
空

き
部
屋
等
を
活
用
し
、
カ
フ
ェ
や
相
談
、

情
報
交
換
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
近
隣

住
民
の
交
流
を
つ
な
ぐ
活
動
の
場
と
し
て

設
置
し
、
誰
で
も
、
ど
の
地
域
で
も
、
参

加
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

羽
村
市
の
こ
れ
か
ら

　
羽
村
市
で
は
現
在
、
個
別
支
援
体
制
は

各
部
署
の
連
携
が
図
ら

れ
、
複
雑
な
支
援
事
例

に
も
対
応
し
て
い
る
。

今
後
一
層
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
複
雑
化
・
多
様
化

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

に
、
人
材
確
保
や
地
域

の
支
援
参
加
は
不
可
欠

で
あ
る
。
詳
し
い
説
明

を
受
け
て
、
大
き
な
学

び
に
な
っ
た
。

▲ 立川市の担当の方から説明を受けました

人と人、人と地域をつなぎ、
地域での交流の場を増やし、
孤立のないまちをめざします

身近な場所で ふらっと立ち寄れる、
相談や交流、活動の場を広げます

相談支援包括化推進員※3を配置し、
さまざまな専門機関と連携して、
生活の多様な困りごとをまるごと
受け止めます
生活の多様な困りごとをまるごと

３つの重点取組とそのつながり

相談や交流、活動の場を広げます

受け止めます

例えば

例えば

例えば

例えば 例えば

理念に示す、「すべての人が自分らしくいきいきと、生きがいをもって暮らせる地域」をめざして、
立川市では、以下の３つのことを重点的に取り組みます。
３つの重点取組は、互いに補完し合い、ちょっとした相談から複合化・複雑化した困りごとの相談
への対応や、さまざまな人が活躍できる、孤立のない地域づくりを一体的に進めていきます。

大小さまざまな多機能拠点
（仮称）地域福祉アンテナショップ※1の設置

地域福祉コーディネーター※2による地域づくり

身近な圏域で「まるごと」相談を受け止める
体制づくり

※１（仮称） 地域福祉アンテナショップ
裏表紙参照

※２  地域福祉コーディネーター
小地域単位での「孤立のないまち」をめざ
し、住民からの相談対応、住民同士や関係
機関等との連絡調整や情報収集を行いな
がら、住民福祉活動の推進を図っていま
す。現在、立川市内6箇所の福祉圏域に1
名ずつ配置されています。

※３  相談支援包括化推進員
複合化・複雑化した課題に寄り添い的確
に対応するため、各制度ごとの相談支援
機関の総合的なコーディネート等を行い
ます。

市民

同じような困りごとを抱えている
仲間をみつけたい
地域で得意なことを生かしたい
家の空き部屋を地域で活用してほしい

情報がほしい
近所の人と一緒に活動したい

高齢になり、手伝いを頼みたいが、
障害のある子どもには頼れない・・・
子どもの将来も心配 育児と親の介護で大変そうな人がいる

相談先がわからず、生活に困っている人がいる

コミュニティカフェを開きたい
情報を発信したい

▲ 孤立のない地域づくりを一体的に進めるための立川市の取組み
　（ダイジェスト版立川市第 4 次地域福祉計画より）
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議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は3月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで！
感染症対策により、傍聴者の健康を守る
観点から、議場にお越しになる際は、咳
エチケットや手指消毒などのご協力をお
願いします。
傍聴の受付は、4階議会事務局で行って
います。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本会
議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあ
がります。冊子または、羽村市公式ウェ
ブサイトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見る
ことができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の3月定例会審議予定分の締切
■議運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、環境まちづくり、文教厚生）
■予特（補正）
…一般会計等予算審査特別委員会（令和5年度補正予算）
■予特…一般会計等予算審査特別委員会（令和6年度予算）
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

しぎかいカレンダー
●第1回定例会（3月）の予定●
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